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［ねらい］

アスパラガス褐斑病は多発すると擬葉の黄化や落葉により、株養成が不十分となり収量の低下

を招く（図１）。本病に対する薬剤防除では、アゾキシストロビン剤（FRAC コード：11）が生

産現場で主に使用されているが、殺菌剤の耐性リスクが高く、耐性菌の発生が懸念されている。

そこで、本試験では同剤に対するアスパラガス褐斑病菌の耐性菌検定を行う。

［成果の内容及び特徴］

１ 県内 30 圃場のアスパラガス栽培圃場から採集・分離したアスパラガス褐斑病菌 64 菌株に

ついて、アゾキシストロビン剤に対して培地による感受性検定を行った結果、MIC（最小生育

阻止濃度）値：200ppm 以上の菌株が 82.8％（64 菌株中 53 菌株）となり、感受性の低下が認

められた（図２、表１）。遺伝子検定を行った結果、これらの菌株は耐性菌であることが確認

された。

２ 耐性菌は秋田、由利、仙北、平鹿の４地域で確認され、全県の耐性菌検出圃場率は 80.0％

（30 圃場中 24 圃場）となり、県内で広く発生していると考えられた（表１）。

３ アゾキシストロビン剤耐性アスパラガス褐斑病菌の発生は、国内初確認である。

［成果の活用上の留意点］

１ アゾキシストロビン剤（商品名：アミスター 20 フロアブル）と同じ FRAC コード：11 の薬

剤は、アスパラガス褐斑病を対象とした防除では使用を避ける。

２ 防除薬剤の選択にあたっては、最新の秋田県農作物病害虫・雑草防除基準を参照する。

３ MIC とは、菌の生育を阻止するために必要な薬剤の最小濃度を示す。

４ 遺伝子検定は秋田県立大学バイオテクノロジーセンターに依頼し、チトクローム b遺伝子の

G143A 変異株を耐性菌とした。

県内のアスパラガス栽培圃場からアスパラガス褐斑病菌（Cercospora asparagi）を採集・分離

し、アゾキシストロビン剤の耐性菌検定を行った結果、耐性菌検出圃場率が 80.0％となり、耐性

菌が広く発生している。



鹿角 2 2 0 0 0 0

秋田 6 14 6 100 12 85.7

由利 6 20 5 83.3 18 90.0

仙北 6 18 6 100 16 88.9

平鹿 9 9 7 77.8 7 77.8

雄勝 1 1 0 0 0 0
合計 30 64 24 80.0 53 82.8

1)各地域振興局管内。
2)検定菌株数は1圃場あたり1～9菌株。
3)感受性検定と遺伝子検定により、耐性菌を判定した。
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［具体的なデータ等］

図１ アスパラガス褐斑病の病徴(a)と多発圃場(b)

図２ アスパラガス褐斑病菌のアゾキシストロビンに対する感受性の頻度分布

※棒グラフの上の数値は菌株数を表す。

表１ 県内で採集・分離したアスパラガス褐斑病菌株の耐性菌の発生状況
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